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報道機関 各位

東御市からのお知らせ

タイトル 第 20 回 東御市人権尊重のまちづくり市民の集いの開催

日 時 令和７年 12 月６日（土）13：30～16：00（予定）

場 所 東御市中央公民館 ３階講堂 送信枚数２枚(本書含む)

【本文】

東御市では、一人ひとりの人権意識の向上を目的として、今年度も「東御市人権

尊重のまちづくり市民の集い」を開催します。

今回は戦争・災害と人権を題材とした講演を行うほか、人権啓発最優秀作品の

表彰や作文の朗読、人権啓発に関する活動発表の実施を予定しております。

詳しくは別添チラシをご確認ください。

担当部課：市民生活部人権同和政策課 担当者：小山

TEL：0268-64-5902 FAX：0268-64-5011 E-mail:jinken-douwa@city.tomi.nagano.jp
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令和７年度（第20回）東御市

人権尊重のまちづくり市民の集い

12月4日～10日は人権週間です。

◉主催：東御市　東御市教育委員会　東御市人権尊重のまちづくり審議会　上田・佐久地域人権啓発活動ネットワーク協議会
◉協力：上田人権擁護委員会東御市支会　東御市企業人権同和教育連絡協議会　
◉問い合わせ：人権同和政策課  人権同和政策係（東部人権啓発センター内）TEL：0268-64-5902

手話通訳・託児を希望される方は、11月28日（金）までに、
下記へお申し込みください。
申し込み先／ TEL：0268-64-5902　FAX：0268-64-5011　
　　　　　 　E-mail：jinken-douwa@city.tomi.nagano.jp
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シリアでは長らく過酷な弾圧や戦争が続き、パレスチナ・ガザ地区ではイスラエルによる侵攻で多くの人々が犠牲に
なっています。果たしてそれは、海の向こうの、自分たちとは遠い問題なのでしょうか？ 東日本大震災で被災地で出会っ
た人々のある行動が、遠いと思われがちな地との心の距離を縮めてくれました。こうした取材を写真でお伝えしながら、
私たちがどんな未来を選んでいきたいのかを、改めて考えたいと思います。

1987 年神奈川県生まれ。認定 NPO 法人 Dialogue 
for People（ダイアローグフォーピープル/D4P）フォ
トジャーナリスト。同団体の副代表。16 歳のとき、「国
境なき子どもたち」友情のレポーターとしてカンボジ
アで貧困にさらされる子どもたちを取材。現在、東
南アジア、中東、アフリカ、日本国内で難民や貧困、
災害の取材を進める。東日本大震災以降は陸前高田
市を中心に、被災地を記録し続けている。著書に『国
籍と遺書、兄への手紙　ルーツを巡る旅の先に』（ヘ
ウレーカ）、他。上智大学卒。現在、TBS テレビ『サ
ンデーモーニング』にコメンテーターとして出演中。
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人権イメージキャラクター

・小中学校、企業から募集した人権啓発作品
・幼稚園、保育園からのなかよしの絵

東御市中央公民館  2階ロビー場所

11月22日㊏　12月10日㊌期間

人権啓発作品展示
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